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令和6年4月1日から 
市の組織が変わります

問合先　政策推進課政策担当

鶴ヶ島市犯罪被害者等支援条例を制定

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

　
誰
も
が
あ
る
日
突
然
、
犯
罪
な

ど
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
遺
族

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
が

受
け
た
被
害
の
早
期
の
回
復
や
軽

減
を
図
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
の
た
め
、「
犯
罪
被
害
者
等

基
本
法
」
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害

者
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て
基
本
的

事
項
を
定
め
た
「
鶴
ヶ
島
市
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」を
制
定
し
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
再
び
平
穏

な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

市
の
支
援
に
加
え
て
、
地
域
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
も

必
要
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い

・
彩
の
国
犯
罪
被
害
者
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー（
相
談
無
料
）

犯
罪
被
害
者
支
援
の
専
門
員
に
相

談
で
き
ま
す
。

☎
０
１
２
０・７
３
５・０
０
１

相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）８
時
30
分
〜

17
時
15
分

・
性
暴
力
等
犯
罪
被
害
専
用
相
談

電
話「
ア
イ
リ
ス
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
相
談
無
料
）

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
の
相
談
窓
口
で
す
。

☎
０
１
２
０・３
１・８
３
４
１

相
談
日
時
　
24
時
間
３
６
５
日

・
犯
罪
被
害
者

支
援
総
合
的
対

応
窓
口

生
活
環
境
課
交

通
安
全
・
防
犯

担
当

　
感
染
症
対
策
課
を
保
健
セ
ン
タ

ー
に
統
合
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
「
感
染
症
対
策
課 

感
染
症
対
策
担
当
」
が
担
当
し
て

い
た
予
防
接
種
業
務
お
よ
び
感
染

症
予
防
業
務
は
「
保
健
セ
ン
タ
ー 

感
染
症
対
策
担
当
」
が
担
当
し
ま

す
。

新しい民生委員・ 
児童委員を紹介します
問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

埼玉県後期高齢者医療保険料率などについて

問合先　保険年金課保険賦課担当

　
４
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民
生

委
員・児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
担
当
区
域
の
見
守
り
や
地
域

住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と
な

り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政

や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ
プ

役
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉

法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
区
域
・
氏
名

下
新
田
第
二
　
鳴な
る
み海

　
則の
り
こ子

さ
ん

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
、
２
年
ご
と

に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
て
の
国
民
が
年
齢
に
関
わ

り
な
く
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
医

療
保
険
制
度
を
公
平
に
支
え
合
う

仕
組
み
と
す
る
た
め
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
保
険
料
率
な

ど
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
令
和

6
・
7
年
度
の
保
険
料
率
な
ど
に

つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す

（
２
年
ご
と
の
見
直
し
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
激
変
緩
和
措
置
に
よ

り
令
和
７
年
度
と
一
部
相
違
が
あ

り
ま
す
）。

令和6・7年度改正内容
改正前 改正後 比較

所得割率 8.38％ 9.03％※1 ＋0.65ポイント
均等割額 4万4170円 4万5930円 +1760円

賦課限度額 66万円
令和6年度　73万円※2 +7万円
令和7年度　80万円 +14万円

※1　基礎控除後の総所得金額等が58万円（年金収入211万円相当）
　　　以下の方は8.42％
※2　令和6年度に75歳に到達した方が新たに資格取得する場合は、	80万円

よろ
しくお願いします
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省エネ家電製品等購入補助の 
事前申込みを受付します

問合先　生活環境課環境保全担当

公務員の方の児童手当

問合先　こども支援課子育て支援担当

事
前
申
込
み
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
４
月
30
日
㈫

ま
で
の
期
間
に
、
生
活
環
境
課
へ

直
接
ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
申

込
み

※
　
申
請
が
予
算
を
上
回
っ
た
場

合
は
、
抽
選
に
て
交
付
申
請
予
定

者
を
決
定
し
ま
す

※
　
窓
口
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
と
も

に
鶴
ヶ
島
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
用
意
く

だ
さ
い

対
象
者
の
要
件

・
市
内
在
住
で
、
事
前
申
込
み
を

補
助
金
申
請
に
は
、
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
公
務
員
に
な
っ
た
方（
独
立
行

政
法
人
に
出
向
し
た
方
を
含
む
）

や
公
務
員
を
退
職
し
た
方
は
、
市

と
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
市
で
の
手
続
き
は
、
こ
ど
も

支
援
課
窓
口
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

市
で
の
手
続
き

・
公
務
員
に
な
っ
た
方

　
児
童
手
当
の
受
給
事
由
消
滅
届

が
必
要
で
す
。

・
公
務
員
を
退
職
す
る
方

　
児
童
手
当
の
認
定
請
求
が
必
要

し
て
当
選
し
た
方

・
４
月
１
日
㈪
か
ら
７
月
31
日
㈬

ま
で
の
期
間
に
対
象
品
の
購
入
、

設
置
、
補
助
金
の
申
請
手
続
き
が

で
き
る
方

※
　
申
請
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１

回
ま
で

※
　
令
和
５
年
７
月
の
補
助
金
を

受
け
取
っ
た
方
は
申
請
で
き
ま
せ

ん　
購
入
対
象
品
や
制
度
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら

申込はこちら

で
す
。
受
給
者
名
義
の
口
座
情
報

が
分
か
る
も
の
、
父
母
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、
受
給
者

の
保
険
証（
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
の
み
）を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

勤
務
先
で
の
手
続
き

　
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自転車用ヘルメット補助金を全年齢に拡大 

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

4月1日より、中学生以上64歳までの方も対象になり、全年齢の方が対象となります。

2000円
します補助

自転車用
ヘルメット購入
安全基準を
満たした

詳細はこちら鶴ヶ島市自転車用ヘルメット販売協力店
番号 店舗名（50音順） 住　　所 電　　話
1 大曽根輪業鶴ヶ島店 鶴ヶ丘866-1 ☎049・286・3447
2 カインズ鶴ヶ島店 三ツ木新町1-1-13 ☎049・286・6111
3 ガレージワテック 新町2-2-13 ☎049・272・3900
4 サイクルベースあさひ鶴ヶ島若葉店 富士見1-8-10 ☎049・279・1130
5 サイクルセンターながみね 上広谷18-17 ☎049・285・0761
6 サイクルショップ		ル・ブラン 脚折町1-15-1-101 ☎049・287・3921
7 セカンド・サイクル 脚折1377-68 ☎049・298・5133
8 関口モータース 脚折1952-1 ☎049・285・2602
9 タカバタケサイクル 上広谷8-3 ☎049・285・2169
10 ドン・キホーテ鶴ヶ島店 三ツ木新町2-8-3 ☎0570・084・711
11 BOUNCE 藤金805-53 ☎049・227・9350
12 宮崎商会 上広谷367-1 ☎049・285・4730

補助対象
全年齢に拡大

対　　象
市内在住の方
（過去に申請した方は対象外）
1人につき1個かつ1回

購入場所 市自転車用ヘルメット販売協力店の店頭
（ネット購入は対象外）

対象商品 安全基準(SG、JCF、CE、GS、CPSC)の承認
を受けている税込み2000円以上の商品

申請期限

購入後3か月以内
（中学生以上64歳までの方は、特例として令
和6年1月1日以降に購入した商品も対象と
し、申請期限は6月30日まで延長します。）

申請方法
・	必要書類を添えて直接（市役所2階生活環境
課）、郵送、専用フォームで申請
・申請者は着用者本人(未成年の場合は保護者)
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障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
〜
③
の
手
当
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
専
用
の
診
断
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象
　

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精

神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、
施

設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以
上

継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

入
院
し
て
い
る
方
は
、
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

手
当
額
　

月
額
　
２
万
８
８
４
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
　

　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳

Ⓐ
を
持
っ
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　

月
額
　
１
万
５
６
９
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象   

　
20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度
が
お

お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、

Ａ
、
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
、
２
級
の
一
部
の
障
害

児
を
養
育
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、

障
害
児
が
施
設
入
所
中
の
方
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　

重
度（
手
当
１
級
）

月
額
　
５
万
５
３
５
０
円

中
度（
手
当
２
級
）

月
額
　
３
万
６
８
６
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象
　

　
65
歳
未
満（
現
在
受
給
中
の
方

は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身
体
障

害
者
手
帳
が
１
級
、
２
級
、
療
育

手
帳
Ⓐ
、
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉
手

当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除
き

ま
す
）

手
当
額    

月
額
　
５
０
０
０
円

※
　
市
・
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か

ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す

事業者にも合理的配慮の提供が義務化へ 

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
一

部
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
事
業
者

に
も
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
日
常
生

活
・
社
会
生
活
に
お
い
て
提
供
さ

れ
て
い
る
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
中
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
に
と

っ
て
は
利
用
が
難
し
く
、
結
果
と

し
て
障
害
の
あ
る
人
の
活
動
な
ど

が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

障
害
の
あ
る
人
の
活
動
を
制
限
し

て
い
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
障
害
の
あ
る
人
か

ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を

取
り
除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応

を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
の
意
思

が
示
さ
れ
た
と
き
に
は
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
者

　
商
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
企

業
や
団
体
、
店
舗
で
あ
り
、
目
的

の
営
利
・
非
営
利
、
個
人
・
法
人

の
別
を
問
わ
ず
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
反
復
継
続
す
る
意
思
を
も

っ
て
行
う
者
と
な
り
ま
す
。
個
人

事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
事
業
者
に

入
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
障
害
の
あ
る
方
と
は

　
身
体
障
害
の
あ
る
方
、
知
的
障

害
の
あ
る
方
、
精
神
障
害
の
あ
る

方（
発
達
障
害
や
高
次
脳
機
能
障

害
の
あ
る
人
を
含
む
）、
そ
の
他

心
や
体
の
は
た
ら
き
に
障
害（
難

病
な
ど
に
起
因
す
る
障
害
を
含

む
）が
あ
る
方
で
、
障
害
や
社
会

の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な

制
限
を
受
け
て
い
る
方
全
て
が

対
象
で
す（
※
　
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
に
限
定
さ
れ
ま
せ

ん
）。

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

①
行
政
機
関
や
事
業
者
が
、

②
そ
の
事
務
・
事
業
を
行
う
に
当

た
り
、

③
個
々
の
場
面
で
、
障
害
者
か
ら

「
社
会
的
バ
リ
ア
を
取
り
除
い
て

ほ
し
い
」
旨
の
意
思
の
表
明
が
あ

っ
た
場
合
に
、

④
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重

で
な
い
と
き
に
、

⑤
社
会
的
な
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮

を
講
ず
る
こ
と
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳細はこちら



11	 Tsurugashima　2024.4

市政情報

障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
〜
③
の
手
当
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
専
用
の
診
断
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象
　

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精

神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、
施

設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以
上

継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

入
院
し
て
い
る
方
は
、
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

手
当
額
　

月
額
　
２
万
８
８
４
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
　

　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳

Ⓐ
を
持
っ
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　

月
額
　
１
万
５
６
９
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象   

　
20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度
が
お

お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、

Ａ
、
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
、
２
級
の
一
部
の
障
害

児
を
養
育
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、

障
害
児
が
施
設
入
所
中
の
方
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
　

重
度（
手
当
１
級
）

月
額
　
５
万
５
３
５
０
円

中
度（
手
当
２
級
）

月
額
　
３
万
６
８
６
０
円

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象
　

　
65
歳
未
満（
現
在
受
給
中
の
方

は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身
体
障

害
者
手
帳
が
１
級
、
２
級
、
療
育

手
帳
Ⓐ
、
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉
手

当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
は
除
き

ま
す
）

手
当
額    

月
額
　
５
０
０
０
円

※
　
市
・
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か

ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当
が

支
給
停
止
と
な
り
ま
す

事業者にも合理的配慮の提供が義務化へ 

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
一

部
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
事
業
者

に
も
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
日
常
生

活
・
社
会
生
活
に
お
い
て
提
供
さ

れ
て
い
る
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
中
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
に
と

っ
て
は
利
用
が
難
し
く
、
結
果
と

し
て
障
害
の
あ
る
人
の
活
動
な
ど

が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

障
害
の
あ
る
人
の
活
動
を
制
限
し

て
い
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
障
害
の
あ
る
人
か

ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を

取
り
除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応

を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
の
意
思

が
示
さ
れ
た
と
き
に
は
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
者

　
商
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
企

業
や
団
体
、
店
舗
で
あ
り
、
目
的

の
営
利
・
非
営
利
、
個
人
・
法
人

の
別
を
問
わ
ず
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
反
復
継
続
す
る
意
思
を
も

っ
て
行
う
者
と
な
り
ま
す
。
個
人

事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
事
業
者
に

入
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
障
害
の
あ
る
方
と
は

　
身
体
障
害
の
あ
る
方
、
知
的
障

害
の
あ
る
方
、
精
神
障
害
の
あ
る

方（
発
達
障
害
や
高
次
脳
機
能
障

害
の
あ
る
人
を
含
む
）、
そ
の
他

心
や
体
の
は
た
ら
き
に
障
害（
難

病
な
ど
に
起
因
す
る
障
害
を
含

む
）が
あ
る
方
で
、
障
害
や
社
会

の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な

制
限
を
受
け
て
い
る
方
全
て
が

対
象
で
す（
※
　
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
に
限
定
さ
れ
ま
せ

ん
）。

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は

①
行
政
機
関
や
事
業
者
が
、

②
そ
の
事
務
・
事
業
を
行
う
に
当

た
り
、

③
個
々
の
場
面
で
、
障
害
者
か
ら

「
社
会
的
バ
リ
ア
を
取
り
除
い
て

ほ
し
い
」
旨
の
意
思
の
表
明
が
あ

っ
た
場
合
に
、

④
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重

で
な
い
と
き
に
、

⑤
社
会
的
な
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮

を
講
ず
る
こ
と
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳細はこちら
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国民健康保険税の税率などを改正します 

問合先　保険年金課保険賦課担当

今
年
度
か
ら
の
保
険
税
率
な
ど

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て

い
る
方
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
、
経
済
的
な
負
担
を
抑
え
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

保
険
税
を
負
担
し
合
い
、
お
互
い

に
支
え
合
う
医
療
保
険
制
度
で

す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
県
が
国
民

健
康
保
険
制
度
の
運
営
主
体
と
な

り
、
市
町
村
は
県
か
ら
示
さ
れ
た

標
準
保
険
税
率
を
参
考
に
、
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を
納
め

る
た
め
の
財
源
と
な
る
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
な
ど
を
決
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
が
定
め
た
国
保
運
営

方
針（
第
３
期
）で
は
、
令
和
９
年

度
の
県
内
の
国
民
健
康
保
険
税
の

準
統
一
に
向
け
て
計
画
的
な
税
率

改
定
な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は

こ
の
数
年
間
、毎
年
赤
字
で
す
が
、

被
保
険
者
の
方
の
負
担
増
を
抑
え

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
や
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
不
足
分
に

充
て
る
こ
と
で
運
営
し
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
一
人
当
た
り

保
険
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
県
に
納
め
る
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
が
毎
年
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
財
政
調
整
基
金
残

高
の
減
少
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
の
削
減
で
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後

も
健
全
に
国
民
健
保
険
を
運
営
す

る
た
め
に
、
下
表
の
と
お
り
税
率

の
改
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
国
民
健
康
保
険
の

運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
改
正
後
の
税
率
で
計
算
し
た
令

和
６
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
は
、
７
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
。

改正に伴うケース別試算および改正前との比較
ケース1　30歳単身者、収入：給与収入300万円

改正前 改正後 現状との比較
（年額）

1期当たりの増額
（全8期）

医療分 13万8600円 15万2000円 1万3400円 1675円
後期分 3万6400円 5万1100円 1万4700円 1838円
介護分 － － － －

計 17万5000円 20万3100円 2万8100円 3513円

ケース3　65歳夫婦2人家族、収入：夫年金収入200万円、妻年金収入60万円

改正前 改正後 現状との比較
（年額）

1期当たりの増額
（全8期）

医療分 5万5700円 7万300円 1万4600円 1825円
後期分 1万8500円 2万4200円 5700円 713円
介護分 － － － －

計 7万4200円 9万4500円 2万300円 2538円

ケース2　40歳夫婦・中学生1人・小学生1人の4人家族、収入：夫のみ給与収入400万円

改正前 改正後 現状との比較
（年額）

1期当たりの増額
（全8期）

医療分 25万6400円 31万4000円 5万7600円 7200円
後期分 8万1200円 10万7900円 2万6700円 3338円
介護分 5万6900円 8万1500円 2万4600円 3075円

計 39万4500円 50万3400円 10万8900円 1万3613円

※　ケース3は均等割5割軽減該当

医療分
（0歳～74歳） 改正前 改正後 比較

所得割率 7.40% 7.30% －0.1ポイント

均等割額 2万1000円 3万6000円 +1万5000円

世帯課税
限度額 65万円 65万円 変更なし

後期分
（0歳～74歳） 改正前 改正後 比較

所得割率 1.60% 2.40% +0.8ポイント

均等割額 1万1000円 1万3000円 +2000円

世帯課税
限度額 20万円 22万円 +2万円

介護分
（40歳～64歳） 改正前 改正後 比較

所得割率 1.50% 2.30% +0.8ポイント

均等割額 1万1000円 1万4000円 +3000円

世帯課税
限度額 17万円 17万円 変更なし

令和6年度改正内容
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日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
学
生
に
つ
い
て
は
納
付
が
困

難
な
場
合
、
本
人
の
前
年
所
得
が

基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の

納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
承
認
さ
れ
る
こ
と

で
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
が

年
金
の
受
給
資
格
期
間（
※
）に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

将
来
へ
の
大
切
な
備
え
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た

期
間
は
将
来
の
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
猶
予
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
は
、
承
認
さ
れ
て
か

ら
10
年
以
内
に
納
付（
追
納
）す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早

め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
し
た
保
険
料
は
所

得
税
、
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
　
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納

付
済
期
間
な
ど（
10
年
以
上
）の
こ

と

対象者

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支
援学校、専修学校および各種学校（学校教育法で規定されて
いる修業年限が1年以上の課程、ただし私立の各種学校は県
知事の認可を受けた学校に限る）、一部の海外大学の日本分
校に在籍している学生
※　所得が128万円+扶養親族数×38万円+社会保険料控除な
どを計算した額以下である方

申請方法
・年度ごとに市役所または年金事務所の窓口で申請書を提出
・	マイナポータルからマイナンバーカードを利用して電子申請
を行う

申請に
必要なもの

①本人確認書類（マイナンバーカード、免許証、パスポートなど）
　	※　代理人が来られる場合は代理人の本人確認書類（別世帯
の代理人の場合は委任状も必要です）
②基礎年金番号通知書または年金手帳
③	申請年度に有効な学生証※（コピー可）または在学証明書（原本）
④	申請書（市役所の保険年金課窓口にあります、または日本年
金機構のHPからダウンロードできます）
　※　	裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある場合に

は表面と裏面の両方のコピーが必要です
　※　学生証がアプリの場合には窓口で提示してください

学生納付
特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金

受給資格期間へ
の算入

年金額への
反映 受給資格期間への算入

○ × ○

学生納付特例に関する🆀🆀＆🅐🅐

「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？  

問合先　保険年金課保険資格担当

　　 2月で20歳になり、納付書が届きましたが未
払いのままです。これから学生納付特例の申
請はできますか？

　　学生納付特例は2年1か月まで遡って申請す
ることができます。しかし、申請が遅れると、申
請日前に生じた不慮の事故や病気による障害年金
を受けられなくなる場合がありますので、お早め
に手続きをお願いします。

　　 学生納付特例は一度申請すれば卒業するまで
継続しますか？

　　年度ごとに申請する必要があります。令和5
年度に学生納付特例を承認された方で令和6年度
中も在学予定の方には、日本年金機構から送付さ
れるハガキ形式の申請書を返送することでも申請
ができます。

　　 学校が変わったときもハガキ形式の申請書で
手続きできますか？

　　大学院に進学する場合や短期大学から4年制
大学に編入する場合など学校が変わったときは、
ハガキ形式の申請書では手続きできません。

　　 学生ではなくなったときはどうなりますか？

　　卒業などで学生ではなく国民年金に加入して
いる場合、学生納付特例は終了します。また、収
入がなく、国民年金保険料を納めることが難しい
ときは、国民年金保険料を免除または猶予する制
度がありますので、市役所または年金事務所へ申
請書を提出してください。また、郵送による提出
もできますのでご利用ください。

　　 3月で卒業し、4月から勤務先で厚生年金に
加入しましたが、納付書が届きました。手続
きする必要はありますか？

　　市役所などへの届出は必要ありません。納付
書は行き違いにより届いたものですので、納付せ
ず破棄してください。

　　  追納の手続きはどのようにすればよいのです
か？

　　国民年金保険料追納申込書に必要事項を記入
し、年金事務所に申請すると、後日追納用の納付
書が届きますので、金融機関やコンビニなどで納
めてください。
　なお、国民年金保険料追納申込書の取得方法は
以下のいずれかのとおりです。
　・年金事務所へ電話して取り寄せる
　・日本年金機構のHPからダウンロードする
　・市役所の保険年金課窓口にて受け取る

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀
🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

詳しくは、左の二次元コード
から日本年金機構のホーム
ページを見てね！
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日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
学
生
に
つ
い
て
は
納
付
が
困

難
な
場
合
、
本
人
の
前
年
所
得
が

基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の

納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
承
認
さ
れ
る
こ
と

で
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
が

年
金
の
受
給
資
格
期
間（
※
）に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

将
来
へ
の
大
切
な
備
え
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
納
付
猶
予
と
な
っ
た

期
間
は
将
来
の
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
猶
予
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
は
、
承
認
さ
れ
て
か

ら
10
年
以
内
に
納
付（
追
納
）す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け

た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早

め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
し
た
保
険
料
は
所

得
税
、
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
　
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納

付
済
期
間
な
ど（
10
年
以
上
）の
こ

と

対象者

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支
援学校、専修学校および各種学校（学校教育法で規定されて
いる修業年限が1年以上の課程、ただし私立の各種学校は県
知事の認可を受けた学校に限る）、一部の海外大学の日本分
校に在籍している学生
※　所得が128万円+扶養親族数×38万円+社会保険料控除な
どを計算した額以下である方

申請方法
・年度ごとに市役所または年金事務所の窓口で申請書を提出
・	マイナポータルからマイナンバーカードを利用して電子申請
を行う

申請に
必要なもの

①本人確認書類（マイナンバーカード、免許証、パスポートなど）
　	※　代理人が来られる場合は代理人の本人確認書類（別世帯
の代理人の場合は委任状も必要です）
②基礎年金番号通知書または年金手帳
③	申請年度に有効な学生証※（コピー可）または在学証明書（原本）
④	申請書（市役所の保険年金課窓口にあります、または日本年
金機構のHPからダウンロードできます）
　※　	裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある場合に

は表面と裏面の両方のコピーが必要です
　※　学生証がアプリの場合には窓口で提示してください

学生納付
特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金

受給資格期間へ
の算入

年金額への
反映 受給資格期間への算入

○ × ○

学生納付特例に関する🆀🆀＆🅐🅐

「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？  

問合先　保険年金課保険資格担当

　　 2月で20歳になり、納付書が届きましたが未
払いのままです。これから学生納付特例の申
請はできますか？

　　学生納付特例は2年1か月まで遡って申請す
ることができます。しかし、申請が遅れると、申
請日前に生じた不慮の事故や病気による障害年金
を受けられなくなる場合がありますので、お早め
に手続きをお願いします。

　　 学生納付特例は一度申請すれば卒業するまで
継続しますか？

　　年度ごとに申請する必要があります。令和5
年度に学生納付特例を承認された方で令和6年度
中も在学予定の方には、日本年金機構から送付さ
れるハガキ形式の申請書を返送することでも申請
ができます。

　　 学校が変わったときもハガキ形式の申請書で
手続きできますか？

　　大学院に進学する場合や短期大学から4年制
大学に編入する場合など学校が変わったときは、
ハガキ形式の申請書では手続きできません。

　　 学生ではなくなったときはどうなりますか？

　　卒業などで学生ではなく国民年金に加入して
いる場合、学生納付特例は終了します。また、収
入がなく、国民年金保険料を納めることが難しい
ときは、国民年金保険料を免除または猶予する制
度がありますので、市役所または年金事務所へ申
請書を提出してください。また、郵送による提出
もできますのでご利用ください。

　　 3月で卒業し、4月から勤務先で厚生年金に
加入しましたが、納付書が届きました。手続
きする必要はありますか？

　　市役所などへの届出は必要ありません。納付
書は行き違いにより届いたものですので、納付せ
ず破棄してください。

　　  追納の手続きはどのようにすればよいのです
か？

　　国民年金保険料追納申込書に必要事項を記入
し、年金事務所に申請すると、後日追納用の納付
書が届きますので、金融機関やコンビニなどで納
めてください。
　なお、国民年金保険料追納申込書の取得方法は
以下のいずれかのとおりです。
　・年金事務所へ電話して取り寄せる
　・日本年金機構のHPからダウンロードする
　・市役所の保険年金課窓口にて受け取る

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀
🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

🆀🆀

🅐🅐

詳しくは、左の二次元コード
から日本年金機構のホーム
ページを見てね！
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令和6年度国民年金保険料の前納について

問合先　保険年金課保険資格担当

申
請
窓
口

市
役
所
保
険
年
金
課（
郵
送
可
）

・
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
申
請
可
能

必
要
書
類

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
運

転
免
許
証
な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど（
出
産
前
の
届
出
の
場
合
）

・
出
産
日
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
書
類（
母
と
子
が
別

世
帯
の
場
合
）

※
　
届
出
用
紙
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
保
険
年
金
課
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す

※
　
郵
送
の
場
合
は
出
産
予
定
日
が
確
認
で
き
る
ペ

ー
ジ
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
９
８

０
円
で
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
は
、
６
か

月
お
よ
び
１
年
前
納
用
も
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

を
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る

と
、
割
引
き
が
適
用
さ
れ
お
得
で

す
。

　
現
金（
納
付
書
）に
よ
る
２
年
前

納
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事

務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
申
請
書
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口

座
振
替
で
の
前
納
も
年
度
の
途
中

か
ら
ま
と
め
て
振
替
で
き
ま
す
。

出産被保険者に対する制度について 

問合先　保険年金課保険資格担当・保険賦課担当

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ

び
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
は
、届
出
に
よ
り
、

出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
保
険
税

（
料
）が
減
額（
免
除
）さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※
　
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４

か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す

（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）

対
象
期
間

・
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

国
民
健
康
保
険

対
象
者

　
令
和
５
年
11
月
以
降
に
出
産
す

る
予
定
の
被
保
険
者
ま
た
は
出
産

し
た
被
保
険
者

※
　
産
前
産
後
期
間
に
納
め
る
保

険
税
が
０
円
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん

申
請
窓
口

　
市
役
所
保
険
年
金
課（
郵
送
、

電
子
申
請
も
可
）

・
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

申
請
可
能

必
要
書
類

・
届
出
書

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
運
転
免
許
証
な

ど
）

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産（
予

定
）日
が
わ
か
る
も
の

・
母
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類（
出
産
後
の
届

出
の
場
合
）

※
　
届
出
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

保
険
年
金
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す※
　
郵
送
の
場
合
は
出
産
予
定
日

が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金

対
象
者

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以

降
の
方

※
　
第
２
号
被
保
険
者（
厚
生
年

金
加
入
者
）は
勤
務
先
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
将
来

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
が
、
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）は
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
保
険
料
を
前
納

さ
れ
た
場
合
、
産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
は
還
付
と
な
り
ま
す
。

納付書での前納の場合

区分 保険料額 割引額

6カ月前納 10万1050円 830円

1年前納 20万140円	 3620円

2年前納 39万8590円 1万5290円
詳細はこちら

年金
ホームページ

国保
ホームページ
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4月は「若年層の性暴力被害予防月間」です

問合先　女性センター☎049・287・4755

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
４
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
遭
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方

が
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
被
害
を

申
告
し
に
く
い
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
す
。
加
害
者
の
７
〜
８
割
が

顔
見
知
り
で
あ
る
と
の
調
査
結
果

も
あ
り
ま
す
。

　
望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
性
暴

力
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
方
は
決

し
て
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に

遭
っ
た
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

専
門
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
性
暴
力
の
情
報
を
社
会
全
体
で

共
有
し
、
性
暴
力
を
な
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

巧
妙
な
手
口
に
注
意
を

■
酔
わ
せ
て
性
的
行
為
を
強
要
す

る
問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
痴
漢
な
ど 

■
Ａ
Ｖ（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）出
演

被
害

　
モ
デ
ル
・
ア
イ
ド
ル
な
ど
の
勧

誘
を
受
け
た
女
性
や
、
応
募
し
た

経
験
の
あ
る
女
性
が
「
聞
い
て
い

な
い
・
同
意
し
て
い
な
い
性
的
な

行
為
な
ど
の
撮
影
要
求
」
を
受
け

た
り
、
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
心

情
を
利
用
す
る
な
ど
の
、
Ａ
Ｖ
出

演
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
性
犯
罪

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
か

ら
性
的
な
自
撮
り
画
像
を
要
求
さ

れ
る
、
勝
手
に
掲
載
さ
れ
る
、
な

り
す
ま
し
た
相
手
か
ら
性
暴
力
を

受
け
る
な
ど
の
犯
罪
が
増
え
て
い

ま
す
。

■
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
を
利
用
し
た

性
犯
罪
　
　

　
相
手
を
抵
抗
で
き
な
い
状
態
に

し
て
性
的
行
為
を
す
る
目
的
で
、

睡
眠
薬
な
ど
の
薬
物
を
飲
食
物
に

混
ぜ
る
性
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
相
談
先
な
ど

警
察
相
談
専
用
電
話

＃
９
１
１
０

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
　

＃
８
８
９
１

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

「
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
キ
ュ
ア

タ
イ
ム
）」

チ
ャ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
相
談
、
外
国

語
あ
り

内閣府の関連
ページはこちら

Cure time
(キュアタイム)

監査委員は市の事務をチェックします 

問合先　監査委員事務局

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請

求
、
議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に

よ
り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※
　
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

令和6年度監査実施予定

種　類 事　務　の　内　容 予　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われて
いるかを検査します。 毎月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行
が適正に行われているかを監査します。 10～2月

工 事 監 査 定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査します。 随時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の
施設の管理運営を委託している指定管理者に
対し、補助金や委託金が適正に使用されてい
るかなどを監査します。

9・10月

決 算 審 査 一般会計および特別会計(国民健康保険特別会
計など)の歳入歳出決算について、審査します。 6・7月

基金運用状況審査 決算審査にあわせ、定額の資金を運用する基
金について、その運用状況を審査します。 6月

財政健全化審査

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づく健全化判断比率(実質赤字比率、連結
実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率)
およびその資料が適正に算定されているかを
審査します。

8月
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4月は「若年層の性暴力被害予防月間」です

問合先　女性センター☎049・287・4755

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
４
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
遭
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方

が
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
被
害
を

申
告
し
に
く
い
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
す
。
加
害
者
の
７
〜
８
割
が

顔
見
知
り
で
あ
る
と
の
調
査
結
果

も
あ
り
ま
す
。

　
望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
性
暴

力
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
方
は
決

し
て
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に

遭
っ
た
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

専
門
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
性
暴
力
の
情
報
を
社
会
全
体
で

共
有
し
、
性
暴
力
を
な
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

巧
妙
な
手
口
に
注
意
を

■
酔
わ
せ
て
性
的
行
為
を
強
要
す

る
問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
痴
漢
な
ど 

■
Ａ
Ｖ（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）出
演

被
害

　
モ
デ
ル
・
ア
イ
ド
ル
な
ど
の
勧

誘
を
受
け
た
女
性
や
、
応
募
し
た

経
験
の
あ
る
女
性
が
「
聞
い
て
い

な
い
・
同
意
し
て
い
な
い
性
的
な

行
為
な
ど
の
撮
影
要
求
」
を
受
け

た
り
、
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
心

情
を
利
用
す
る
な
ど
の
、
Ａ
Ｖ
出

演
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
性
犯
罪

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
か

ら
性
的
な
自
撮
り
画
像
を
要
求
さ

れ
る
、
勝
手
に
掲
載
さ
れ
る
、
な

り
す
ま
し
た
相
手
か
ら
性
暴
力
を

受
け
る
な
ど
の
犯
罪
が
増
え
て
い

ま
す
。

■
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
を
利
用
し
た

性
犯
罪
　
　

　
相
手
を
抵
抗
で
き
な
い
状
態
に

し
て
性
的
行
為
を
す
る
目
的
で
、

睡
眠
薬
な
ど
の
薬
物
を
飲
食
物
に

混
ぜ
る
性
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
相
談
先
な
ど

警
察
相
談
専
用
電
話

＃
９
１
１
０

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
　

＃
８
８
９
１

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

「
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
キ
ュ
ア

タ
イ
ム
）」

チ
ャ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
相
談
、
外
国

語
あ
り

内閣府の関連
ページはこちら

Cure time
(キュアタイム)

監査委員は市の事務をチェックします 

問合先　監査委員事務局

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請

求
、
議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に

よ
り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※
　
監
査
結
果
は
、
随
時
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

令和6年度監査実施予定

種　類 事　務　の　内　容 予　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われて
いるかを検査します。 毎月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行
が適正に行われているかを監査します。 10～2月

工 事 監 査 定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査します。 随時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の
施設の管理運営を委託している指定管理者に
対し、補助金や委託金が適正に使用されてい
るかなどを監査します。

9・10月

決 算 審 査 一般会計および特別会計(国民健康保険特別会
計など)の歳入歳出決算について、審査します。 6・7月

基金運用状況審査 決算審査にあわせ、定額の資金を運用する基
金について、その運用状況を審査します。 6月

財政健全化審査

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づく健全化判断比率(実質赤字比率、連結
実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率)
およびその資料が適正に算定されているかを
審査します。

8月
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令和7年度採用  坂戸、鶴ヶ島水道企業団職員募集 

問合先　坂戸、鶴ヶ島水道企業団総務課庶務担当☎049・283・1957

職
種
　
技
術
職（
土
木
・
電
気
）、

技
術
職（
土
木
・
電
気
）（
障
害
者
）

採
用
予
定
人
数
　
合
わ
せ
て
３
人

第
一
次
試
験
日
　
６
月
２
日
㈰

受
付
期
間
　

①
郵
送
　
４
月
15
日
㈪
〜
25
日
㈭
　

※
　
必
着

②
持
参
　
４
月
15
日
㈪
〜
５
月
２

日
㈭

※
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

８
時
30
分
〜
17
時（
12
時
〜
13
時

は
除
く
）

受
験
資
格

　
次
の
学
歴
・
年
齢
要
件
を
満
た

し
、
各
職
種
の
①
〜
③
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

大
学
卒
：
平
成
４
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

短
大
卒
：
平
成
６
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

●
技
術
職（
土
木
）

①
大
学（
短
期
大
学
、
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
含
む
）で
土
木
に
関

す
る
課
程
を
履
修
し
、
卒
業
ま
た

は
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

②
民
間
企
業
な
ど
に
お
い
て
土
木

に
関
す
る
職
務
経
験
が
３
年
以
上

（
令
和
６
年
４
月
末
日
時
点
）あ
る

方③
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方

　
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士

　
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

　
技
術
士（
建
設
ま
た
は
上
下
水

道
部
門
）

●
技
術
職（
電
気
）

①
大
学（
短
期
大
学
、
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
含
む
）で
電
気
に
関

す
る
課
程
を
履
修
し
、
卒
業
ま
た

は
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

②
民
間
企
業
な
ど
に
お
い
て
電
気

に
関
す
る
職
務
経
験
が
３
年
以
上

（
令
和
６
年
４
月
末
日
時
点
）あ
る

方③
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方

　
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

　
第
一
種
電
気
主
任
技
術
者

　
第
二
種
電
気
主
任
技
術
者

　
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者

　
技
術
士（
建
設
、
電
気
電
子
ま

た
は
上
下
水
道
部
門
）

●
障
害
者
枠

一
般
枠
と
同
じ
職
種
、
受
験
資
格

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
、
水
道
企
業
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

詳細はこちら

令和7年度採用  坂戸、鶴ヶ島下水道組合職員を募集

問合先　坂戸、鶴ヶ島下水道組合総務課☎049・283・2051

職
種
　
事
務
職
、
土
木
職
、
機
械

職採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

第
一
次
試
験
日
　

筆
記
試
験（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
）　
６
月
30

日
㈰

面
接
試
験
　
６
月
30
日
㈰
、
７
月

７
日
㈰
の
ど
ち
ら
か
指
定
さ
れ
た

日
時

受
付
期
間

①
郵
送
　
５
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

※
　
消
印
有
効

②
持
参
　
５
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

※
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

９
時
〜
17
時

※
　
申
込
方
法
な
ど
は
、
組
合
で

配
布
す
る
募
集
案
内
ま
た
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

受
験
資
格（
事
務
職
・
土
木
職
・

機
械
職
）

①
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
７
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、
平

成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

②
短
期
大
学（
専
修
学
校
を
含
む
）

を
卒
業
ま
た
は
令
和
７
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
で
、
平
成
６
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

③
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
平
成
６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
　
土
木
職
は
、
土
木
の
課
程
を

専
攻
し
た
方

※
　
機
械
職
は
、
機
械
の
課
程
を

専
攻
し
た
方

詳細はこちら

坂戸、鶴ヶ島水道企業団
森
も り も と

本技師（施設課建設担当）　
勤務年数　6年目
　水道企業団は、幅広く水道事業に携わるこ
とができ、私自身、水道の知識がないまま土
木職で転職してきましたが、しっかりした指
導のおかげで充実しています。一緒に働ける
日を楽しみにしています！

坂戸、鶴ヶ島下水道組合
田
た じ ま

島主事（総務課）
勤務年数　4年目

　下水道の知識がなかった私でも先輩方に支
えられ成長を感じています。下水道組合は小
さな組織ですが、職員が一丸となり、重要な
インフラを支えています。一緒に「縁の下の
力持ち」になりましょう！

先先輩輩の声
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子育て世帯への加算
支給額
児童1人当たり5万円（1回限り）
対象および受給方法
基準日（令和5年12月1日）において、世帯全員の令和5
年度住民税が次のどれかに該当する世帯で、世帯員に
18歳以下（平成17年4月2日生まれ以降）の児童がいる
世帯（世帯全員が課税者から税の扶養を受けている世帯
を除く）
・「均等割非課税」の世帯
・「均等割のみ課税」の世帯
・「所得割非課税」で、うち少なくとも1人が「均等割
のみ課税」の世帯
対象と思われる世帯に対し、順次通知を送付します。

振込口座を把握している世帯
4月中旬頃から「支給通知書」を送付します。
前回の給付金振込口座から変更が無ければ、手続きは
不要です（前回の口座に振り込みます）。なお、一部の
方は手続きが必要ですので、必ず支給通知書を確認し
てください。
振込口座を把握していない世帯
4月中旬頃から「確認書」を送付します。
同封の記入例を参考に、対象要件に合致することを確
認の上、返信してください。
申請期限
7月19日（金）まで

「低所得者支援給付金」を支給します

問合先　市役所2階給付金コールセンター☎049・298・5277

　物価高に苦しむ低所得世帯(住民税均等割のみ課税世帯および低所得者の子育て世帯)を支援するため、給付金を支給
します。

住民税均等割のみ課税世帯
支給額
1世帯当たり10万円（1回限り）
対象および受給方法
基準日（令和5年12月1日）において、世帯全員の令和5年度住民税が次の
どちらかに該当する世帯（世帯全員が課税者から税の扶養を受けている世
帯を除く）
・「均等割のみ課税」の世帯
・「所得割非課税」で、うち少なくとも1人が「均等割のみ課税」の世帯
対象と思われる世帯に対し、4月上旬頃から「確認書」を送付します。同
封の記入例を参考に、対象要件に合致することを確認の上、返信してく
ださい。
申請期限
7月19日（金）まで

その他
①令和5年1月2日以降に複数回、転入・転出した対象世帯
市で税に関する情報を持っていないため申請が必要で
す。申請書は市ホームページからダウンロード（掲載は4
月上旬頃から）していただくか、担当窓口で配付するも
のをご利用ください。なお、前住所地（令和5年1月1日現
在）の非課税（課税）証明書※を必ず添付してください。
※　均等割、所得割の額が分かるもの

②未申告の世帯（全員または一部の方）
非課税（課税）世帯であるか確認でき
ないため通知は届きません。支給を
希望する方は税務課で申告の上、①
と同様に申請書で給付金の申請をし
てください。

詳細はこちら
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子育て世帯への加算
支給額
児童1人当たり5万円（1回限り）
対象および受給方法
基準日（令和5年12月1日）において、世帯全員の令和5
年度住民税が次のどれかに該当する世帯で、世帯員に
18歳以下（平成17年4月2日生まれ以降）の児童がいる
世帯（世帯全員が課税者から税の扶養を受けている世帯
を除く）
・「均等割非課税」の世帯
・「均等割のみ課税」の世帯
・「所得割非課税」で、うち少なくとも1人が「均等割
のみ課税」の世帯
対象と思われる世帯に対し、順次通知を送付します。

振込口座を把握している世帯
4月中旬頃から「支給通知書」を送付します。
前回の給付金振込口座から変更が無ければ、手続きは
不要です（前回の口座に振り込みます）。なお、一部の
方は手続きが必要ですので、必ず支給通知書を確認し
てください。
振込口座を把握していない世帯
4月中旬頃から「確認書」を送付します。
同封の記入例を参考に、対象要件に合致することを確
認の上、返信してください。
申請期限
7月19日（金）まで

「低所得者支援給付金」を支給します

問合先　市役所2階給付金コールセンター☎049・298・5277

　物価高に苦しむ低所得世帯(住民税均等割のみ課税世帯および低所得者の子育て世帯)を支援するため、給付金を支給
します。

住民税均等割のみ課税世帯
支給額
1世帯当たり10万円（1回限り）
対象および受給方法
基準日（令和5年12月1日）において、世帯全員の令和5年度住民税が次の
どちらかに該当する世帯（世帯全員が課税者から税の扶養を受けている世
帯を除く）
・「均等割のみ課税」の世帯
・「所得割非課税」で、うち少なくとも1人が「均等割のみ課税」の世帯
対象と思われる世帯に対し、4月上旬頃から「確認書」を送付します。同
封の記入例を参考に、対象要件に合致することを確認の上、返信してく
ださい。
申請期限
7月19日（金）まで

その他
①令和5年1月2日以降に複数回、転入・転出した対象世帯
市で税に関する情報を持っていないため申請が必要で
す。申請書は市ホームページからダウンロード（掲載は4
月上旬頃から）していただくか、担当窓口で配付するも
のをご利用ください。なお、前住所地（令和5年1月1日現
在）の非課税（課税）証明書※を必ず添付してください。
※　均等割、所得割の額が分かるもの

②未申告の世帯（全員または一部の方）
非課税（課税）世帯であるか確認でき
ないため通知は届きません。支給を
希望する方は税務課で申告の上、①
と同様に申請書で給付金の申請をし
てください。

詳細はこちら


